
平成25年度の福井県糖尿病協会総会および交流

会は､ 福井大学医学部が担当させていただきました｡

附属病院の糖尿病療養チームは“チーム・ガンバロッ

サ”という名前で､ 医糖会の皆様との交流会や糖尿

病教室などの企画､ 運営を行っています｡ 本年度は

このガンバロッサスタッフにより総会を企画､ 運営

させていただきました｡

当日はアオッサ１階にて福井県糖尿病対策推進会

議企画の血糖測定､ 健康相談が並行して行われてお

り､ １階と８階で２本立ての糖尿病デーとなりまし

た｡

さて､ 総会は副会長・理事の笈田耕治先生から事

業報告､ 収支決算報告と次年度事業計画が報告され､

承認されました｡ また､ 会員数の減少により運営が

困難になりつつあるとの報告がなされ､ 新規会員の

獲得を促されました｡

続いて ～糖尿病と楽しくつき合うライフスタイ

ル～ というテーマで交流会が行われました｡ 最初

に､ 御自身が福井医科大学在学中に発症した１型糖

尿病であり､ 現在､ 糖尿病協会誌 ｢さかえ｣ の編集

委員を務めておられる山下滋雄先生に特別公演を頂

きました｡ 山下先生は昨年春までさかえに“鉄人だ

より”という鉄道旅行記事を連載され､ 協会の皆様

にはなじみの顔だったと思います｡ 恐らくこの有名

人が福井で学生生活を送られていたことを皆様は知

らなかったかのではないかと推察します｡ 先生は､

糖尿病といかに楽しく付き合っていくかを鉄道マニ

アとグルメの視点から面白おかしく語って頂きまし

た｡ 余談ですが､ 夜の懇親会では先生の同級生を交

えて越前がにと行きつけの

バーで福井の夜を堪能され

ました｡

続いてヨガインストラク

ターの秋山綾子先生が､ ヨ

ガの効果について実技を交

えて分かり易くお話し下さ

いました｡ ストレスがいか

に健康を害するか､ ヨガがいかにしてストレスを緩

和するかを簡単なヨガを行いながら説明して頂きま

した｡ 全員が目を閉じて自分の呼吸に集中する瞬間､

会場全体が静寂に包まれ､ 落ち着いた空気に支配さ

れた瞬間は今でも忘れられません｡

最後は福井大学医学部演劇部による演劇､ ｢僕､

今日から入院します｡｣ が演じられました｡ ある病

院の病室に偶然居合わせた４人の間で繰り広げられ

る駆け引きが面白く､ いったい最後はどこに着地す

るのか見当がつかないままクライマックスを迎えま

した｡ 大変ショッキングな結末でしたが､ 年齢も性

格も病気も違う４人の患者と主治医､ ナースとの間

の人間関係を通じて､ 自己健康管理の大切さ､ いの

ちの尊さを訴えていたのだと思います｡

以上のような内容で平成25年度の総会・交流会は

進行し､ 最後に福井県糖尿病協会会長の三村訓章氏

からご挨拶を頂き､ 無事終了いたしました｡ 来年は

どんな企画でしょうか？今から楽しみにしておりま

す｡ 最後になりましたが､ ご協力頂きました企業の

方々に心より御礼申し上げます｡

福井大学医学部附属病院 チーム・ガンバロッサ 鈴木仁弥

福井県糖尿病協会ニュース
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第29回福井県糖尿病協会総会および交流会
～糖尿病と楽しくつき合うライフスタイル～

平成25年11月10日(日) 13：00～16：10
福井県県民ホール アオッサ８階



日本糖尿病協会､ 平成26年度優良模範会員として､
糖和会より３人の会員の方が表彰をうけました｡ そ
の表彰状授与式が､ 病院の計らいで､ ７月１日の朝
礼時に､ 全職員の前で執り行われました｡ 主治医の
前田肇副院長よりひとりひとりに､ 賞状と記念品が
手渡され､ 私ども職員も大きな拍手で､ 長年の療養
とその栄誉を讃えました｡ 代表して津田馥子さんが､
喜びと感謝の言葉を述べられました｡ ３人の方々と
も ｢この歳になって思いもかけない表彰！｣ と感激
され､ 普段にも増してお顔の表情が輝いて見えまし
た｡

春江病院 糖和会 加藤 勉
このたび､ 日本糖尿病協会の優良模範会員として
栄えある全国表彰をいただき､ 身に余る光栄と感激
をいたしております｡ 私の糖尿病療養生活は昭和40
年頃から始まり､ 今年でちょうど50年を迎えようと
しております｡ その間､ 春江病院の先生や､ 栄養士､
看護師､ 薬剤師など関係ある専門の先生方には言葉
には言い表せない苦労をおかけしております｡ 私の
糖尿病活動はこの頃から始まり細々と今日まで続い
ております｡ 糖尿病協会の設立から始まります｡ 当
時福井県糖尿病協会の創立から始まり､ 春江病院か
ら音頭を取り始め春江病院糖和会として設立を図っ
てきました｡ 当時は春江病院には中井継彦先生が､
１週間に１回福井医大より､ 診察に来られていまし
た｡ (今にして思うと当時の福井医大の先生として
活躍されておりました｡) 当時春江病院初代会長と
して小林専明さんという立派な先輩を迎える事とな
りました｡ 副会長として女性を代表して津田馥子さ
んを迎えて春江病院糖和会を設立することができま
した｡ 私は､ 尊敬する故加藤甚左衛門さん (当時糖
和会会員) に誘われて入会し､ 当時男性の副会長と
して私もその中に加えさせていただきました｡ 現在
は歩行も少々困難になり､ 例会には中々参加出来な
くなりましたが､ 電話にて糖和会の様子を聞き､ さ
かえを読んで新しい情報を得ております｡ これから
も妻の助けを借りて糖尿病とともに歩んでいきたい
と思っております｡ (元糖和会会長)

春江病院 糖和会 津田 馥子
先日は日本糖尿病協会より優良模範会員の表彰状
をいただきありがとうございました｡ 30年経ったの
かと我ながら驚き､ 月日の経つのは本当に早いもの
だと感じております｡ 先生方をはじめ､ 皆さま方の
おかげをもちまして今があるのだと喜び､ 感謝の気
持ちで一杯です｡ これからも更に努力していこうと
思っていますので､ 今後ともどうぞよろしくお願い
致します｡ (元糖和会会長)

春江病院 糖和会 関 越子
おかげ様でこの歳になって表彰を受けるなんて思
いもよらなかったです｡ これも病院の皆さま方のお
かげです｡ 本当にありがとうございました｡ 今年の
春に亡くなりましたが､ いつも病院まで送ってくれ
た主人にも感謝しております｡ また､ 今は大学生の
孫がその代わりをしてくれます｡ 孫にも家族にも感
謝しています｡ 月一回の糖和会の例会もみんなとお
しゃべりする事が楽しく､ ほとんど休まずに出席し
ています｡ これからも野菜作りと糖尿病の療養に励
んでいきたいと思います｡
早速賞状をいれる額を買って部屋に飾って主人に
も報告します｡

♪春江病院糖和会会歌を紹介します♪

今回表彰を受けられた津田馥子様が作詞作曲です

糖和会(十若い)会歌

１. 糖和の会のみなさんと 共に励まし助け合い

教わり学んだ身と心 明るく生きんと日々努力

実って元気に過ごす日よ 感謝と養生忘れずに

楽しい集いの糖和会 ああ糖和会 糖和会

２. 同じ仲間の友達と 苦労話を語り合い

慰め励まし今日もまた 工夫と努力の献立表

生きるのぞみに光さし 体も心もかろやかに

歩け歩けと大地ふむ ああ糖和会 糖和会

３. 糖和の会のみなさんと 集いて過ごした10余年

その間いろいろありました 学んで実行努力して

今日も元気に顔合わせ ご恩と感謝忘れずに

あしたも元気に過ごしましょう

ああ糖和会 糖和会
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優良模範会員として栄えある表彰を受けて
春江病院 糖和会 (管理栄養士 竹田邦恵)



さくら会 奥井 美代子

この度､ このような賞

をいただき､ 嬉しいやら

照れくさいやらとっても

複雑な思いです｡

もうかれこれ何十年通

院しているのかわからな

い位に歳をとりました｡

さくら会に入会して､

病院の行事には欠かさず

参加させていただき､ 他

の患者さんとも仲良しになりましたし､ 病院の竹内

先生はじめ看護師さん､ 栄養士さん､ リハビリの先

生､ 薬剤師の先生など多くの人々によくしてもらい

とっても楽しくさせていただいています｡

最近は､ 足腰も弱り､ 参加をやめようかと思って

おりましたところ､ 是非とのお声かけをいただき継

続して参加させていただいています｡ 良好なコント

ロールの秘訣を聞かれましたが､ 何でも積極的に参

加することでしょうか？

これからもできる限り参加して楽しみたいと思い

ます｡ ありがとうございました｡

さくら会 浅井 重雄

糖尿病を患って随分に

なりますが､ 食事制限が

煩わしくよく不幸だと感

じたものでしたが､ 福井

病院のさくら会に入会し

て､ 同じような人々がが

んばっているのを拝見し

たり､ 行事で交流したり

するうち毎回のお誘いを

心待ちにするようになり

ました｡

近年は､ 足腰にがたがきて､ 車いすの生活から参

加を拒んだりしておりました｡

今回このような表彰状やら記念品を頂戴し思いも

よらないことで困惑しています｡

看護師さんや栄養士さんから､ 車いすでもどうぞ

行事に参加してくださいと言われ､ とても感激して

います｡ 良好なコントロールをして長生きしている

実感はありませんが､ 竹内先生をはじめ多くの病院

スタッフや家族に支えられて今日があると実感する

毎日で､ 感謝・感激です｡ ありがとうございました｡
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平成25年度､優良模範会員の表彰を受けて
さくら会

リリーインスリン50年賞

福糖会 副会長 近藤 啓子

昨年11月に､ 東京のニューオオタニホテルで行わ

れたリリーインスリン50年賞に招待されました｡

いろいろな人に出会え､ 皆さんそれぞれに苦労さ

れながらもインスリン注射50年を迎えられた事を知

り､ 私も同じだなあと思いました｡ でも､ 私は病院

の先生達に恵まれ､ 周りの人々に助けられて､ とて

も幸福な環境だったと感謝しています｡ 今でも元気

で､ 清掃の仕事もでき､ 家庭菜園やお花を作って楽

しく生活しています｡

皆さんありがとう!!これからもよろしくお願い致

します｡



糖質(炭水化物)､ 脂質､ たんぱく質を三大栄養素

と呼びます｡ ですが､ 私たちの体内における実質の

エネルギー源は､ 糖質と脂肪です｡ 家にたとえたら､

電気とガスみたいなものです｡ たんぱく質はエネル

ギー源というより､ 筋肉など身体を作るための材料

です｡ 家にたとえたら､ たんぱく質は家という構造

物そのものです｡ 家と違って絶えず造り替えられて

いますので､ ある程度の摂取が必要です｡ 糖質も脂

肪も足りない非常時には､ たんぱく質もエネルギー

として使います｡ 電気もガスもなくて家を燃やして

いるようなものなので､ 好ましい状況ではありませ

ん｡ 今回は糖質を中心にお話をさせて頂きます｡

糖質の種類はたくさんあるのですが､ その代表的

なものをあげてみます(図1)｡

①ブドウ糖：これが血液の中を流れているのですね｡

血糖とは血液の中を流れているブドウ糖のことで

す｡ ブドウ糖は１個の糖だけでできている単糖類

の一つです｡ ブドウ糖以外の単糖類には､ 果糖や

ガラクトースがあります｡ 果糖やガラクトースも

エネルギー源ですが､ 体内に入っても直接に血糖

(血液のブドウ糖) 値をあげることはありません｡

②砂糖(蔗糖)：砂糖はブドウ糖１個と果糖１個でで

きています｡ 砂糖は二糖類の代表格です｡ 砂糖を

食べても､ そのままの形で吸収されるわけではあ

りません｡ 消化管の中でブドウ糖と果糖に分解さ

れて､ はじめて吸収することができます｡ これは､

次に述べるデンプンでも同じで､ 私たちは単糖の

形でしか糖質を吸収できません｡ 砂糖の多いお菓

子を食べると血糖があがりやすいのは､ ブドウ糖

を含んでいるからですね｡ それと､ 砂糖がブドウ

糖と果糖に分解される時間が早いからです｡ その

他の二糖類として､ 乳糖があります｡ 乳糖はブド

ウ糖とガラクトースからできています｡ 乳糖はお

母さんのおっぱいに含まれており､ 赤ちゃんの大

事なエネルギー源です｡

③デンプン：植物がブドウ糖を蓄えたものにデンプ

ンがあります｡ お米やパンなど､ 私たちの主食に

なるものですね｡ デンプンはブドウ糖が数珠のよ

うにたくさん連なってできています｡ これを多糖

類と呼びます｡ デンプンは全部ブドウ糖からでき

ているので､ 吸収されれば血糖値が当然上がりま

す｡ でも砂糖を食べた時ほど急激に血糖が上がる

わけではありません｡ 数珠状のブドウ糖がバラバ

ラに分解されるのに時間がかかるからです｡ 私た

ち動物も同様に多糖類にしてブドウ糖を蓄えてい

ます｡ それが､ グリコーゲンと呼ばれるものです｡

グリコーゲンは肝臓に蓄えられ､ 低血糖にならな

いように血糖値を維持しています｡ 一方､ 筋肉に

蓄えられたグリコーゲンは運動時に消費されます｡

低血糖の時にとる糖質は？
ブドウ糖は単糖類､ 砂糖は二糖類､ デンプンは多

糖類です｡ どれもブドウ糖からできていますが､ 血

糖値を上げるスピードはブドウ糖､ 砂糖､ デンプン

の順に早くなります｡ 低血糖の時に摂取するのはブ

ドウ糖が理想的ですが､ 病院や薬局などであらかじ

め手に入れておかないと簡単には用意できません｡

砂糖で代用できますが､ ブドウ糖と同じ効果を期待

するなら倍量にしなくてはいけません｡ だって半分

は果糖ですから｡ また､ アルファ・グルコシダーゼ

という糖尿病の薬 (商品名：セイブル､ グルコバイ､

ベースンなど) を服用している場合は､ 砂糖を摂取

してもブドウ糖になるのに時間がかかるので､ 原則

はブドウ糖です｡ でもブドウ糖が手元にない時は､

砂糖を多めにとりましょう｡ デンプンではブドウ糖

になって吸収されるのに時間がかかるので低血糖時

にとるには不向きです(図2)｡
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ブドウ糖､砂糖､デンプン そしてSGLT2阻害薬という新薬について

会長 笈田 耕治



果物に含まれるのは果糖だから､ 食べても血

糖はあがらない？
これは大きな誤りです｡ たしかに果糖は果物に多

く含まれるのでその名前があります｡ しかし､ 果物

には果糖以外にもブドウ糖や砂糖も入っています｡

その割合は果物によって異なりますし､ 同じ種類の

果物でも品種によって異なります｡ 秋になると柿の

せいで糖尿病が悪くなる人が多いのですが､ 柿はブ

ドウ糖の割合が多い果物です｡ 日本の果物は糖度が

高いので､ へたをするとお菓子以上に血糖があがり

ます｡ 果物のよい所は緑の野菜が持っていますので､

野菜をたっぷり摂って､ お菓子や果物は ｢嗜好品＝

お楽しみ｣ として少量を楽しんでください｡

あまったエネルギーはどうなるの？
あまったブドウ糖はグリコーゲンとして肝臓や筋

肉で蓄えられますが､ その量は全体の貯蔵エネルギー

としてはごくわずかです｡ 大半の余剰なエネルギー

は脂肪として蓄えられます｡ ブドウ糖１gは４カロ

リーで､ 脂肪１gは９カロリーです｡ もし､ 脂肪で

なくブドウ糖で蓄えたら体重が倍以上になってしま

います｡ 脂肪は貯蔵に特化したエネルギーです(図3)｡

繰り返します｡ ブドウ糖に限らず､ 余分なエネル

ギーは脂肪として蓄えられ､ 結果として太ることに

なります｡

SGLT2阻害薬という新薬
今年はSGLT2阻害薬という糖尿病の薬がたくさ

ん発売されました｡ 商品名でスーグラ､ フォシーガ､

アプルウェイ､ デベルザ､ ルセフィ､ カナグルです｡

暮れにはもう一つ発売されそうです｡

私たちが腎臓で血液を濾過して最初に作るおしっ

こ (原尿といいます) にはブドウ糖がたくさん含ま

れています｡ 飢餓と戦ってきた私たちにとってブド

ウ糖は命をつなぐ大切なエネルギーですから､ 捨て

るわけにはいかないので全部血液に戻しています

(ブドウ糖を再吸収しているといいます)｡ 糖尿病で

血糖が高い場合には､ 原尿にはより多くのブドウ糖

が流れ込みます｡ その量が再吸収する能力を超える

と尿糖が出てきます｡ そうです｡ 糖尿病の人は尿糖

が出やすく､ それで見つかる場合があるのですね｡

一般に､ 血糖値が170を超えると尿糖が出ると言わ

れています｡

SGLT2阻害薬というお薬は､ 私たちが持ってい

る尿糖を再吸収する能力をわざと落としめて､ 原尿

に含まれるブドウ糖をある程度捨ててしまおうとい

う薬です｡

このお薬を服用すると､ 血糖値の高くない糖尿病

でない人でも約50gのブドウ糖が毎日強制的に捨て

られます｡ １gのブドウ糖は４カロリーですから､

約200カロリーが強制的に捨てられます (血糖値が

すごく高い糖尿病の人ではその約倍量までが捨てら

れます)｡ したがって､ このお薬は飲む ｢ダイエッ

ト薬｣ あるいは飲む ｢糖質制限食｣ と呼んでもいい

かもしれません｡ 血糖も下がり､ 体重も下がるとい

うわけです｡ 毎日200カロリー捨てるのなら､ 最初

からその分の糖分を摂らなければいいじゃないかと

思いませんか？その通りです｡ それが出来るのなら､

このお薬を飲む必要はないのです｡ このお薬を飲む

と絶対に体重が減るのか？と聞かれると絶対ではあ

りません｡ 今より200カロリー多く食べてしまえば､

体重は落ちません｡

このお薬を飲むとどれだけ体重が減るのでしょう？
毎日200カロリーとして１ヶ月で6,000カロリーで

す｡ 水分を含めた体脂肪は１㎏が7,000カロリーと

いわれていますので､ 捨てた6,000カロリーが全て

体脂肪の減少につながったとしたら､ １ヶ月で900

gほど体重が減るということになります｡ 血糖のと

ても高い人ではその倍くらいは減るかもしれません｡

しかし､ このお薬はカロリーを捨てているだけで､

必ずしも脂肪を減らしてくれるとは限りません｡ 脂

肪の少ない痩せた人が服用すると筋肉が落ちてしま

います｡ 痩せた人が毎日200カロリー減のダイエッ

トをすると考えたらわかりやすいですね｡ このお薬

は基本､ メタボな糖尿病の方に適したお薬です｡ ま

た､ メタボな方が服用しても体脂肪だけが減るわけ

ではありません｡ 筋肉も多少なりとも減ります｡ で

すから､ このお薬を服用するなら､ 運動を強化して

筋肉が落ちないように努力して頂く必要があります｡

飲めば済むというお薬ではありません｡

尿量が増えて脱水になりやすい｡ 甘いおしっこが

出るので膀胱炎などになりやすい｡ 腎臓の働きが悪

い人では薬の効果が期待できないなどの副作用もあ

りますので､ ご高齢の方にはあまりおすすめできま

せん｡ 飲んでみたいと思った方は､ 主治医の先生と

よくご相談ください｡

□ふ く と う 5
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～患者会員様の声～

●さくら会の雨の旅行は初めてでしたが､ 関係の皆

様の親切､ 且つ適切なお世話により無事に終える

ことが出来､ 有難うございました｡ ここ数年､ 食

事が美味しくなったこと､ 会のお知らせの文書は

大変良くなって楽しみに見ています｡

●いつもおいでの方が見えず残念でしたが､ 顔なじみ

の方もいらっしゃって楽しかったです｡ 普段外に

出ることが少なく､ 毎年楽しみに頑張っています｡

～スタッフ(職員)の声～

●雨が降り､ 足の不自由な人にとっては大変だった

かもしれません｡ コースを２つに分けるより､ 全

員が一緒に行動できる方が良いと思います｡

●患者様の中には､ この日に備えて体力､ 筋力アッ

プのために､ 毎日ウォーキングされた方もおり､

みんなが心待ちにしているのだな､ と思いました｡

あいにくの雨模様でしたが､ 誰一人としてそれに

めげることなく､ 楽しもうとの思いが伝わってき

ました｡

歩 こ う 会
友の会

国立病院機構福井病院 さくら会 管理栄養士 西岡美由紀
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»/¼=Nc½E*2*�3

2�7�º�¾��¿�ÀÁÂÃ�Ä$�ÅÆ�ÇÈÉ%ÊË

ÌÍu�Î�Ï�/�Ð�ÑÒ<Ó+g�Ô/VW

<Ó�(Jq7XÕ2c�NJ_[Ö*J×Ø/Ù

��Ú�ÖÛ@Ü�(JqÝ�u��Þß�7à<

=áâ�ã18d+J2*�3

ä�åp©æ7.4�à<=(~ç�h)/bJ

�B7
 !"c���è��J+Þß/*+7

é:;<=]M]Bê[N�(ëÕ+*2d�B7

�Jìí�Nd+7��èîN\ïd+*2q�ð

@ñuB2*�3²Xc7XqJd�X(/òBó

*òBó*��/ô<NJ(J�NJ(õEF*2

*�32�7©�p����ö*+7J÷J÷NÖ

*Jøù/à<=�úû*7,-.�p©7:;<

=@üd+J�X(N\/ã17.4�à<=(�

ý/Ü*�d+7�Bþ[���(�1A���q

N,-./0J+¼�J(�d+J2R3

糖尿病合併症予防のための日常生活のポイント
友の会

笠原病院 緑会勉強会

��������
7Ý�.µ�.é�Xq.ð@

0�<Õ2*�3�¾º6�`@>?<Õ7���Ð7

�	�
���I12*�3

��K��9u���c7��cA��	��"

�µ��%��2c��3���7��c
��

���*7�!���+�������	%���

�
Ç���������	%@��<Õ2*�3

:;<=(��
Çc����ñ��Õ7��
�

����q����/�J�q�$���������

�	%@��<Õ7æ��/���c�J�qN\

��/�uR��pAB7KJ��B�@B2*�3

�$�/�*+�����F/�����X(pc

1���Ne�/¡�Ó2*�3

Å%��e�c]7����2Õ7�!M
�N

\���Wcª��É����&/��7 �*N

@�7������/����NB2*�3

	�u�]7
��
�Ï���%Æ��3

Ð7�¤�p�B7:;<=Mnû�p�
��

�%�N\/ý+7��*+J2*�3

Ï���%Æ�A(]	e������(NB7

�u���&�Ï���%Æ�I[�pJÕ� �

*+J�:;<=pJ2*�3

²�����(�B7ÞM�(*+���/�H

2*�3�B���c]�ÕpAd+u�d+J�

`@�ud�cR3	
Ð����2Õ��y�A

�~
c*�3

平成25年度歩こう会
友の会

福井大学医学部附属病院 チームガンバロッサ 看護師 松村 亮



□ふ く と う 9

友 の 会

��������	
	������������

���������� !"#$%�&���'(

)*�+",-.�/012�*�3

456�789:;<"=>?�@=�1�8A�(

)*BCDE��F�GH=�IJ�K�L01M

N �OP#()*�QRSTU=V WX*1Y

V�*�3

Z[\]^:��_`�ab�cdab�efL

�#g�hi�K"=jk:�lmnop9��F

�qr�s �t$uvwxy�zk-{|#}S

T~��TV�*�3

���������#����M���=���

��VL���,M�Y)_M*M������2

�*�3��v�������P:����"=�

����\�� T¡0NV �T)¢(���"

=�£)¢(¤¥>¦?��2�*�3��§¨©

#g:ªv«�¬�~*A�®¯�MN��:®

°±sYV�*�3

�"=��IJ��"=()*BC�²M1³´

6 *1µL¶)n�·�²\1¸*M¹�º�*

1�2�*�3»¼#s�-\�½�¢01�¾¿

TÀ2NÁ(¹�OÂÃ�§�ÄM�ÅÆ¹#g�

ÆÇ#ÈÉsYVÊËTÌ�V�*�3

���7Í�88ÎÏs¶)BÐV��Ñ�OP#s

�:���88��ÒMÓÔ�K:�,�12�ÕÖB

C���×p9�Ø�O�ÙM:*�3

�Ú���Y)BC�Û��ÜTÝ,�)¢(#

��#·Þ��#V#T=ßà�²2�*�3

á01"=Oâ*�a}V_`��ãä:å²*

"#Mæ�}S: 1s{|�OHÀç��M�M

 ÙM�¶3

秋のレクレーションに参加して
友の会

福糖会 外来看護師 清水幸江



ふ く と う□10

友 の 会

����������	
�������������

���������� !"#
$%&'(#)*

+�,�-.�/0�1234526
78�(#

�9:;<=>,?@A)BCD,�E�F:� 

!"#A�<G����D$��0�HI,? !

"#�'JDKL �MNO+PQ�R�0 �S

TUV<WX����R�0 �YZ[
��\�]

^_A`abc�defg�hi�KA !"#


:j<kl�mn����

]^_�(
R�0 �op
 q<j�rX�

 st uFbctvbc�w�x�EQyQz{

�R�0 )w�x
|�}~'�����?J�

/��<j�rX����

R�0 � q<Wj�u�defg}+ !A

���A���+
:j<��J+�,j��)*

+�����%A<K��
�j<��Q��U�

�0�)���j����

��� uw�xz{�D�c��,����4�

Aj~��
�+')�DX?��'� �¡j�

¢£
*�V<�¤��+¥�J�¦§
/� J

�������¨k©ª«}+�¬k(#� q7

�V
}8<|���jw��®
¯j)°?J

�o�±²³´�����
�,?µ¶�2·K¡

j����

u	�]^_�(
$	�¸n<¹º»'���

 � q
¼<WXR�0 A�w�®�½¾�

¡j����±²D$�¿|�]^_�(DR�0

 � q�b
�¹º»'��� � q�b}+

Kw�x®�À)M'J8�Aj~±²)Á�Q

����

]^_��%J�$�R�0�Ân�j���Ã)

.J+�,�<]Ä
'8����ÅX>X���<

Æ�j�'|�ÇÈ�WX����

�0�HI,?Aj~ !"#$�É�	ÊDË

Ì�::*?(#D,)�Í²
$ÎÏÐ)*+�

,�|�'(#)-.
7~�J�-.-Ñ
*8

� !"#�9:;<�E� !"#�=>�<j

�@A)BCD,�GuK�ÒÓ)*QÔ��@�

}~'Ó����<jX�jAÄ�<�+�,�

生活習慣病教室
友の会

福井中央クリニック



□ふ く と う 11

友 の 会

���������	
�����������

������������ !"#����$

%
#�&'()"*+�,-�./#0*�"

123��4�().56
*7�4�8�9:1

�&';
<+=>'
23��4�(+?@

A"B����

 	#�CD
EFGHIJ5KLMNOP


Q4�RSTA�K����9�"OP
Q4�

UV�?@A*W7�@46=>'A<+�L
X

BY7�Z[\����]^1�K�OP_`�

a@bc/dA@�1eWKf8+N?\W[g

h2U
�*)\ijR@46Zk14�(B�

@�1l
*.ST"���

m
�nopdq5Krs�t7�uvwxyz

{�$4����|}~*+�V.uvwxy"

1����i8@46()"���A5+���7

@�A��B����=>'W[1N��@���

)\0zAux����R*0��A�K����

lz�|W���#��n��qA����@

������}7�1[7���Z� �4�(

B����=>'@u x¡@"��¢£f	¤

?@*0'¥*L��*A[¦��4�4@��§

¨�©"ª%�«�¬����

�����"#%()"*+�N���

?\W[R�UV.56*®¯1�K����17

@=>°q"±²�³´��4���¢£µ�¶

f��4@46·a¸¹4Aº+��[\�u x

¡1°'
»56*µ�<+=>'
¼½��

4@¾D������� !#¿�
À*.�ÁÂ

p
Ã�.ÄBÅÆ@��Ç�*u Èv�BK�

���9�1�&'@u x¡AÉÊ��«�4Ë

Ì�UV�Í|�ÎÏ��4B�4@¹4�8�

春の健康教室とあゆの会総会の開催
友の会

JCHO福井勝山総合病院 あゆの会 管理栄養士 阿部祥子



ふ く と う□12

友 の 会

�������	�
���
������������

��������� !"#$%�&'�()�*�

+,�-./%0

�12�3�45678'9:;<=>?@AB

CDE0?@FG9H�IJ�-�KLMN7OP

2Q$RST�UVTWXYZ�?@ABC�[\

]^_69`abcdR]ec\2Wf.g�0

�R�����h�2�ijk]lm�-./%

��n-"opqrsTtu�vw�x�[7y-

Ru./%Dz�{9|[\2�}~���?@A

BC���9H��6�7�T�{t�u7�f�

�dRu./%0

x��?@ABC7��sXb�.�2����

�������/RT-%��h���\s03�

2�O\���b9f./%��bR]��/T�

.%�p9u�]�.�"/9�t /T�¡X�

�\p./%0

n/R������¢£f�¤¤{t�¥¦\s0

3�2§�̈���©�ª�O7IJ/RWX?@7«s

X¬�7®¯9�t�°±²¬³´²\s0µ'

¶b74·\¸¹�º"¹Tf�°±²¬³´²�

�»b¬�¼U\½¾"¿u./%0

ÀÁ"�Â/uÃÄÅÆÆÇÈ�Éf�½Ê7��²

Ë/%�Ì7Íu./%��¬�2bR]Î/T�

IJB"ÏdTfÐRuXÌÑ7sÒ7���eÓ

R/.u./%0n-\]Ôºn-Õ-��/Èu

9�t¬�7Ö[/�×�9ª�"Øu%%$�

Ù²Ú/%�2ÛÜÝ\29TÞß]àáàá79d

Ru./%â04R����ã{t°±²¬³´²

" /ä¤b�Äå%�\29u\/æÌ{0

çè7éc03�������\2�����v

w7ê.-�ëìt/uí�"e¶s¤b�\p.

/%0îï�ðb2�.�7¤���¤b"cÌ�

\29u\/æÌ{0

運動の秋､済糖会ハイキング！
友の会

福井県済生会病院 理学療法士 土橋 仁

���ç] /ñ7/RuX�ò���óô�\�

���
�µ	õ�ö÷ø �ùú�û³ü²ý{£Üþ

�û���fß�þ7�dRp./%0

ç�7�f�9H�����"/R�T�\s��

n��()�-%����_�2S�	7W
-R

u./%0H�9�7/�Ì{W-¤-b�/¡f

/9�t��$%fá Ë/%f /T��"e¶

/./%0���d%����2����´��Ú

�������bR]{£uT��{79f./%0

��"�uRuX�2��ò����\����

����\]WXV	
���7�w"�uR�

u%f������	���������7���

"�dR]td%f�.%���Ý9u�"�� 

!7�u%fb������\2Ðt-9uupu

pb/%�êÇ\bR]ò�{\/%0

u�u�����p��f�uu�f���X[�

�p��d%��"ÐR����Ì72/Ó./

%0bR] /u���fß�b9f./%0

楽しかった『パン作り体験』
友の会

春江病院 糖和会
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友 の 会
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糖友会研修会＆総会開催の報告
友の会

福井赤十字病院 糖友会事務局
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事務局からのお知らせ

【本年度の総会のご案内】

本年度の総会 ｢糖尿病シンポin福井｣ は11月16日

(日) 13時～16時10分 福井県自治会館 多目的ホー

ル(福井市西開発４丁目202番１)での開催を予定し

ています｡ 内容は糖尿病に関する特別講演､ ダンス

(運動療法)､ 演劇などです｡ 申込書は後日各分会に

配布致しますので､ ふるってご参加ください｡

【世界糖尿病デー：丸岡城ブルーライトアップについて】

11月14日の世界糖尿病デーには各地でブルーライ

トアップが実施されます｡ 福井では､ 昨年同様 ｢丸

岡城｣ のブルーライトアップを予定しています｡ お

時間のある方は一度青くなった丸岡城を見に来てく

ださい｡

【各分会事務局担当の方へ】

①福井県糖尿病協会にお支払い頂く年会費について

年会費の納入期限は毎年３月20日です｡ ３月20日

までに入金が確認できた分を次年度会員数とします｡

銀行振り込みをされた場合には､ 別途必ず事務局

まで入金の旨の御連絡をください｡ 年会費はお一人

2,500円です｡ ｢さかえ｣ は５月号よりお届けします｡

なお､ 中途入会は後期入会として９月20日までに入

金が確認できた分を後期会員として認めます｡ やは

り､ 銀行振り込みをされた場合には､ 事務局まで御

連絡をください｡ 後期半年分の会費はお一人1,000

円です｡ ｢さかえ｣ は11月号よりお届けします｡
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原稿は各分会で実施した行事の内容をまとめたもの

に限ります｡ できるだけワードなどのパソコンデー

タとしてメールなどでお送りください｡ また､ デジ

カメ写真は原稿に貼り付けないで､ オリジナルの高

画質のまま１枚のみ送って下さい｡

編編集集後後記記
ふくとう第13号をお届けします｡

三村(前会長)さんが益々ご多忙のため､ 今年度か

ら笈田が会長を務めさせて頂きますのでよろしくお

願いします｡ 今年はSGLT2阻害薬という新しいタ

イプの糖尿病の薬がたくさん発売されましたので､

SGLT2阻害薬に関連した記事を書いてみました｡

糖尿病治療の基本は何といっても食事と運動です｡

多少脱線しても早めに軌道修正して良質な血糖コン

トロールに心がけてください｡

各支部と会員数

医糖会(福井医科大学医学部附属病院)71・済糖

会(福井県済生会病院)55・糖友会(福井赤十字病

院)32・福糖会(福井県立病院)52・あゆの会(福

井勝山総合病院)23・さくら会(国立病院機構福

井病院)47・きらめき会(市立敦賀病院)15・健糖

会(越前町国民健康保険織田病院)7・糖池会(池

端病院)7・糖克会(あわら市・木村病院)2・つつ

じ会(�江市・木村病院)20・緑会(笠原病院)10・

高村病院10・糖和会(春江病院)17・糖福会(福井

総合病院)3・福井県栄養士会医療部会27・玉井

内科クリニック15・中井内科医院30・平井内科

クリニック10・細川内科クリニック10・福井中

央クリニック30・欅会(嶋田医院)10・福井厚生

病院16・舟橋内科クリニック10・かさまつファ

ミリークリニック10・遠野会(広瀬病院)10・あ

たご会(こうの内科耳鼻咽喉科)20・坂井内科ク

リニック10・糖幸会(今立中央病院)10・カンファ

ランス(ドクター・ズー)10・平井眼科内科クリ

ニック10・漆糖会(高野医院)10・すまいる会(は

まだクリニック)12・いちご糖友会(嶋田病院)10・

あらい内科クリニック10・高井医院10・清糖会

(吉田医院)2・はなもも会(林病院)13・個人会員

グループ(会員数10名未満の医療機関)25・優良

模範会員7

合計 709 名(順不同 平成26年７月１日現在)


